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要旨

ム ン プス の感染 予 防対策 を 目 的と し て 、 医薬系
学生2，258名 を対象 に、 2004年か ら 201 1年 ま での8

年間、 擢患歴と 予防接種歴 の ア ン ケ ー ト 調査 を 行

い、 ム ン プス 抗体価 を測定 し た 。 そ の結果、 ム ン

プス の 平均抗体陽性率 は76. 1% で あ っ た 。 2004年

の調査開始時か ら の傾向 で は、 近年 は抗体陰性者

は減少傾向 に あ る も の の 、 抗体価 が弱 陽性 を 示 す

学生が、 20 % 前後と増加傾向 に あり 、 全体と し て

の抗体陽性者 が減少傾向 に あ る こと が判明 し た 。

特 に 男性 に そ の傾向 が強く 認 め ら れた。 入学時 ア

ン ケ ー ト 調査 に よ れ ば、 擢患歴 を も っ学生 は平均

37.2% 、 ワ ク チ ン接種率 は平均38.5 % で あり 、 比

較的一定 の割合で擢患者 お よ び ワ ク チ ン接種者 を

認 め て い た 。 こ れ ら の結果か ら 、 最近の大学生 は、

自 然感染 の機会の減少 に伴い、 感染者 に よ る ブー

ス タ ー効果 を得 な い ま ま 、 青年期 に入 る こと が推

測 さ れた 。

ム ン プス は、 成人 に お い て も 種 々 の合併症 を認

め る こと か ら 、 小児期 の み な ら ず青年 にと っ て も

重要 な 感染症であり 、 今後の抗体価 の 推移 を慎重

に見守 る 必要があ る 。

は じ めに

ム ン プス (流行性耳下腺 炎、 お た ふく かぜ) は、

ム ン プス ウ イ ノレ ス の全身感染症であ る 。 飛沫感染

に より 、 ヒ ト ー ヒ ト 聞 に感染 し、 急性の耳下腺 炎

を発症 さ せ る 。 比較的強い伝搬力 を もち 、 容易 に

家族内感染 や施設内感染 を起 こ す が、 感染者 の 多

く は、 重篤 な健康被害 が な い こと か ら 、 現在我が

国 の 予 防対策と し て の ワ ク チ ン は、 任意接種と な

っ て い る 。 し か し近年、 大学生 な ど の 青年層 に散

発 的 な 流行 を 見 る こと が あり 、 医薬系 学部の 大学

生 に お い て は、 実 習 を伴 う 授業 に 際 し て 注意 を 要

す る 。

我 々 は キ ャ ンパス の感染 予防対策と し て 、 2003

年 か ら 大学入学時に小児 ウ イ ル ス 感染症 (麻疹 、

風疹 、 ム ン プス 、 水痘 ) の既往 や ワ ク チ ン接種 に

つ い て の ア ン ケ ー ト 調査 を行い、 そ れ ら 感染 症 に

対す る血清 抗体価測定と抗体陰性者に対す る ワ ク

チ ン接種 の勧奨 を行 っ て き た 。 そ の 中 で抗体陰性

者 の 多 い ム ン プス に つ い て 、 現状 を把握 し 、 今後

の課題 を検討 し た の で報告す る 。

対象 と 方法

富 山大学 医薬系 キ ャ ン パ ス の 医学部医学科、 看

護学科、 薬学部薬学科学生 計2，258 名 ( 男 性

1 ，079名 、 女性 1 ， 179名 ) を 対象 に 、 2004年 か ら

20 1 1年 の 8年間、 ム ン プ ス 感染 症 に 関 す る 擢 患

歴 ・ 接種歴 の ア ン ケ ー ト 調査を行い、 そ の血清抗

体 価 を 測 定 し た 。 測 定 法 は 、 酵素 免 疫 測 定 法

(EIA法 : IgG測定) を 用 い た 。 ム ン プス の 判定
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基準 は、 EIA法 に て2.0未満 を 陰性、 2.0以上4.0未

満 を 弱 陽性、 4.0以上 を 陽性と し た。

ア ン ケ ー ト 調査の 方法 は、 入学時 に 提出 す る 書
類一式と し て 保護者 に送付 し 、 母子手帳等 に よ る
確認 の後、 ワ ク チ ン接種歴 や擢患歴 を記入す る よ

う に依頼 し、 入学後 に ア ン ケ ー ト 用紙 を 回収 し た 。

結果

1 . ム ン プス に対す る 抗体陽性率の推移

2004年か ら 2011年 に お け る 、 新入生 の ム ン プス

抗体陽性率 は、 平均76. 1% で あ っ た 。 ま た 陰性率

は 10.5%、 弱 陽性率 は 13. 1% で あ っ た 。 こ れ を年度

別 で み ると、 2004年 ・ 2005年 は 抗体陽性率 が80 %

以上であ っ た が、 そ の後 は減少傾向 に あり、 近年で

は70 % に達 し な い年度 が認 め ら れた (図 1 、 表 1 )。

新入生のムンプス抗体陽率の推移
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新入生のムンプス抗体価
表 1

年度 陰性 弱陽性 陽性 言十

2004 44 16.7% 3 1.1 % 217 82.2% 264 

2005 34 13.2% 10 3.9% 214 82.9% 258 

2006 36 14.9% 23 9.5% 183 75.6% 242 

2007 23 8.8% 59 22.6% 179 68.6% 261 

2008 21 7.7% 45 16.5% 206 75.7% 272 

2009 26 7.9% 35 10.7% 267 81.4% 328 

2010 24 7.4% 63 19.4% 238 73.2% 325 

2011 28 9.1% 65 21.1% 215 69.8% 308 

計 236 10.5% 303 13.4% 1719 76.1% 2258 
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2 . 性別 に おけ る 抗体陰性率の 比較

ム ン プス の抗体陰性者 に お け る 性差 を比較 し た。

表 2 は、血清抗体価と 男 女比 を 比較 し た も の で あ

る 。 ま た 図 2 に は、 男女別 の抗体陰性率お よ び弱 陽

性率 を 年度別 に示 し た 。 平均 の 抗体陰性率 は、 男

性12.3 %、 女性8.7% で あり 、 全体の抗体陰性率 は最

近10% を 下回 っ て い る も の の、 弱陽性者 の割合は、

増加傾向 に あ っ た (平均で男性15.7%、 女性1 1 .4%) 。

ま た 陰性者 ・ 弱 陽性者と も 、 男性が女性 に 比 し て 有

意 に 多く 認 め ら れた (x 2乗検定 p< 0.05) 。

血清抗体価と男女比
表 2

陰性
女性 103 8.7% 

男性 133 12.3% 

236 10.5% 

血清抗体陰性率の推移と男女比

図 2A
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血清抗体弱陽性率の推移と男女比
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3 . アン ケ ー ト の調査結果と 感度

入学時の ア ン ケ ー ト 調査 に て、 「擢患歴あ り 」

と 答 えたも の は37.2%(男性33.7%、 女性40.2%) で

あ り 、 年度別 で は、 一定 の割合で擢患者が認 め ら

れた (表 3， 図 3 ) 0 I ワ ク チ ン接種歴 あ り J と

答 えたも の は、 平均 3 8 . 5 % ( 男 性42 . 3 %、 女性

35.2%)で あ り (表 4 ， 図 4) 、 ワ ク チン接種者 は、

若干増加傾向 に あ った 。

ア ン ケー ト 調査 に基づい て、 ワ ク チン接種歴 あ

る い は擢患歴 の 有無と 抗体価 を検討 した (表 5) 。

「擢患歴 j の あ る 学生839名中、 抗体陰性者 は27

名 (3.2%) 、 弱陽性者 は63名 (7.5%) で あ った 。

また 「 ワ ク チ ン接種歴 」 の あ る 学生870名 の中、

抗体陰性者 は 103名 (1 1. 8%) 、 弱 陽性者 は 148名

(17 .0%) で あ り 、 ワ ク チン接種者 に お い て は、

擢 患歴 の あ る 学生 に 比 べ て、 ム ン プス 抗体陰 性
者 ・ 弱 陽性者 の割合が明 ら か に高 か った 。

表 3 ムンプスの曜患歴と男女比

擢患歴あり 擢患歴なし 不明 計
女性 480 40.2弘 548 45.9弘 165 13.8弘 1193 

男性 359 33.7弘 501 47.0見 205 19.2% 1065 

計 839 37.2% 1049 46.5出 370 16.5% 2258 

入学年度別ムンプス曜患者の推移

図 3
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表4

図4

表5

抗体価

抗体価

ム ンプスを考え る

ムンプスワクチン接種歴と男女比

入学年度別ムンプスワクチン接種既往者の推移
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考察

2007年 に、 我が国 で大学生 を中心 と した麻疹 の

ア ウ ト ブ レ ー ク がお こ り 、 そ の後 に新型 イ ン フ ノレ

エ ン ザも 同年代 に流行 した こ と は記憶 に新 し い。

病院実習 を学習 内容 に 持つ 当 キ ャ ン パ ス で は、 学

生 か ら 弱者 へ の 予防可能 な 感染 の拡大 を 生 じさせ

て は な ら な い使命が あ る こ と か ら、 新入生 を中心

に、 毎年感染 予 防対策 と し て、 抗体価の測定 と ワ
ク チ ン勧奨 を行っ て い る 。 麻疹 は、 2007年の ブ レ

イ ク 以降、 国 の 時限 付き感染対策が行われて お り 、

麻疹 抗体陰性者 は激 減 し て い る 。 し か し ム ン プス

に 関 し て は、 近年 ワ ク チ ン の接種対象者が一向 に

減少せず、 む し ろ増加傾向 に あ る と 考 え ら れた こ

と か ら、 あ らた め て ム ン プス の動 向 に つ い て、 過

去の デー タ を含 めて解析 を行 った 。

と こ ろ で、 ム ン プス (流行性耳下腺 炎 ・ おた ふ

く かぜ) は、 小児期 の重要 な 感染症の一つ で あ る 。

耳下腺 の腫脹 と 発熱 を 特徴 と す る が、 し ば し ば、

無菌性髄膜炎や ム ン プス 脳炎、 ム ン プス 難聴 を合

併 し、 時 に重篤 な後遺 症 を 生 じ る 。 思春期 以 降 に

お い ても、 精巣 炎や卵巣 炎 な ど を伴 う こ と が少 な

く なし、 。

我が国 の感染対策 と し て は、 ワ ク チ ン は 1981年
に任意接種 と し て 導入さ れ、 1989年 に MMR ワ ク

チ ン (麻疹 ・ ム ン プス ・ 風疹混 合 ワ ク チ ン) と し

て定期接種化さ れた 。 し か し、 MMR ワ ク チ ン接
種後の無菌 性髄膜炎発症 が問題 と な り、 1993年 に

MMR ワ ク チ ン の定期接種が廃止さ れて 以 降、 再

び任意接種 ワ ク チ ンと な っ て今 日 に至 っ て い る1 )。

今回 の調査で は、 ム ン プス 抗体陽性者 は入学生

の76 % で あ り 、 約3/4が、 抗体保有者で あ る 。 し

か し、 陽性者 は近年減少傾向 に あ り 、 ワ ク チ ン接

種対象 と な る陰性者 ・ 弱 陽性者 が増加傾向 に あ る

こ と が判 明 した 。 特 に 弱 陽性者 が多 く 認 め ら れて

いた 。 また陰性者 ・ 弱 陽性者 は、 男性 に有意 に 多
い傾向 が認 め ら れた 。 男性の ム ン プス は、 思春期

以 降で感染 す ると、 25 %程度 に精巣 炎 が認 め ら れ

る こ と か ら、 十分 な注意 が必要で あ る 。 また 女性

でも、 5 % に卵巣 炎が 生 じ、 妊娠 の 第 1 三半期 の

擢 患 で は、27% に 自 然流産 を 伴 う な ど、 男 女 とも

に生殖器 に与え る 影響が大き い2 ) 3 ) 。

現在、 我 が国 の ム ン プス ワ ク チ ン の 接種 は約30

% と言 わ れて い る が、 今回 の 我 々 の 結果も、 そ れ

を裏 付 け る 形で、 平均 の 接種率が38 % で あ った 。

また 明 ら か な擢患歴も、 約37 % で あ った 。 こ れ ら

の既往が 明 ら か な 学生 の 抗体価 を検討 す る と、 擢

患歴 の あ る 学生の抗体陰性率 は約 3 % で あ る の に

比 し て、 ワ ク チ ン接種歴 の あ る 学生 の陰性率 は 10

% を超え て お り 、 弱陽性者の 17.0 % と あ わせ る と、

ワ ク チ ン接種既往者 に お い て、 有効 な抗体 が保持

さ れて い な い こ と が判 明 した 。 ワ ク チ ン の接種者

が増加傾向 に あ る こ と か ら、 今後も 一定 期 間 を 経

た後の抗体保持がなさ れ に く い こ と が推測さ れ る 。

米国 は 1980年代よ り 、 MMR ワ ク チ ン の 2 回接

種 を行い、 流行性耳下腺 炎 は終息傾向 に あ った が、

2005年 に ア イ オ ワ 州 を中 心 に 流行性耳下腺 炎 が青
年層 を中 心 に 流行 した4) 。 米国 C D C  (疾病予

防管理セ ン タ ー) が、 こ の流行 を 調査 し て 判 明 し

た こ と は、 ① ワ ク チ ン の 2 回接種者 は 1 回接種者

よ り 、 また 1 回接種者 は接種 を 受 け て い な い者よ

り 擢患率が低い、 ② ワ ク チ ン接種者 の 擢患年齢層

は 18歳'"'-'24歳が最も 多 く 、 乳幼児 に は擢患者 が殆

ど い な か った、 こ と で あ った 。 結果 と し て、 C D

C は、 接種後長期間経過 したた め抗体価が減衰 し、

青年層 を中 心 に 流行 を みた と 判断 した 。 2009年 に

も、 同様の集団 発生 が生 じた こ と か ら、 現在で は

1 7 '"'-'26歳 の 青年層 を 対象 に、 MMR ワ ク チ ン の
Catch -U p あ る い は 3 回 目 の 接種 プ ロ グ ラ ム が実

施さ れて い る5 ) 6 ) 。

こ のよ う な集団発生 は、 今後の 日 本 にも 十分 に

起 こ り え る こ と が、 我 々 の デー タ か らも 推測さ れ

る 。 麻疹 の ア ウ ト プ レ ー ク か ら 得た 教訓 は、 現代
の 青年層 は、 ブー ス タ ー を得 る 機会 が な く 、 成人

に な る と い う こ と で あ る 。

我 が国 で は、 予 防接種 ワ ク チ ン禍 の歴 史 か ら、

ワ ク チ ン に対す る 根強い不信感 が底 流 に あ る 。 そ

のた め、 国 は ワ ク チ ン の 接種勧奨 に と ど ま り 、 な

か な か徹底 した 感染 予 防対策 を講 じ ら れ な い でい
る 。 し か し、 世界保健機構 (WH O) は、 ム ン プ

ス を撲滅 可能 な 感染症 と し て お り、 2009年時点 で
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は 世界118カ国 でMMR ワ ク チン が行 わ れて い る

と の 報告 が あ る1 ) 。 実際 に ムン プス の 流行 を繰

り 返 し て い る のは、 一部 の地域で あ り 、 そ の中 に

日 本が入 っ て い る こ と は、 我 が国 がい か に ワ ク チ

ン後進国 で あ る か を物語っ て い る 。 近年の麻疹 や

新型 イン フ ノレエンザな ど の ウ イ ノレス 感染 の ア ウ ト

プ レ ー ク に み るよ う な、 国民 の総パ ニ ッ ク 状態、

およ び そ れか ら派 生す る 病院 な どへの社会的影響

を考え る と、 国 は副作用 の 少 な いMMR ワ ク チン

の 開発や接種勧奨 な ど、 さ ら に徹底 した 対策 を行

う べき と 考 え る 。

肺炎球菌 ワ ク チンやヒ ト パ ピ ロ ー マ ウ イ ノレ ス ワ
ク チン な ど、 近年 ワ ク チン の 開発が め ざ ま し い。
また ポ リ オ の不活化 ワ ク チン認可 に対す る 議論も、

乳幼児 の 親 を中 心 に盛 ん に な っ てき て い る 。 こ の

よ う な機会 に、 ウ イ ルス 感染 症 の確実 な知識の伝

授 と そ れ に基づ く 冷静な判断を行え る こ と ができ

るよ う な、 学習 の機会が強 く 望 ま れ る 。

結語

学生 の ムン プス 抗体陰性 ・ 弱 陽性者 の増加傾向

は、 今後も 続 く 可能性が あ る 。 青年層 に お い て の

集団発生 が生 じ な いよ う に、 国 家主導で、 有効 な

感染 予 防対策指導 を行 う 機会 を作 る こ と が必要 と
考え ら れた 。
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